
● 茶室公開
「近代の数寄者 畠山即翁の茶室で一服」
港区指定文化財で通常非公開の茶室「明月軒」（広間）でお抹茶をお出しします。
一服していただいたあと、当館の学芸員が広間と「翠庵」（小間）の茶室のご案内と
解説をいたします。
定員：各席15名｜呈茶代800円（干菓子付き）｜所要時間は約45分
日時：5月4日（日・祝）・5日（月・祝）
・第1席：10時30分～11時15分 ｜ ・第4席：13時30分～14時15分
・第2席：11時30分～12時15分 ｜ ・第5席：14時30分～15時15分
・第3席：12時30分～13時15分 ｜ ・第6席：15時30分～16時15分

● 落語会
「井戸の茶碗」を聴く会｜三遊亭遊雀氏（真打）ほか
細川井戸（当館所蔵）がモデルになったといわれる古典落語を聴いたあとは、不昧が
活躍した時期の江戸文化と不昧ゆかりの落語について学芸員が解説ご案内します。
日時：5月31日（土）｜午前の部：11時～12時15分｜午後の部：13時～14時15分
会場：新館1階多目的室｜定員：各回70名｜参加費：1,000円

● 猿町カフェ
当館のある地が、かつて
白金猿町と呼ばれていた
ことが店名「猿町カフェ」の由来です。

●ミュージアムショップ
  茶籠
美術館の開館日に合わせて
営業しております。

● 図録付き鑑賞会
鑑賞会と図録がセットになった特別企画です。本展の注目ポイントを分かりやす
くスライドとともにご案内します。
第1回目：4月19日（土）  講師：岡部昌幸（当館館長）
第2回目：6月7日（土）  講師：水田至摩子（当館学芸課長）
各日とも 10時30分～11時15分
会場：新館1階多目的室｜定員：各回70名｜参加費：3,000円

● これからの展覧会

まだまだ見せます―新生 荏原 畠山美術館
中国観賞陶器、青銅器から新収集作品まで
2025年7月26日（土）─ 9月15日（月・祝）

［アクセス］
■ � �都営浅草線「高輪台」駅下車A2出口左手交番を左折徒歩5分
■ � �東京メトロ南北線･都営三田線「白金台」駅下車
   1番出口右手コンビニを右折徒歩10分
※一般来館者専用の駐車（輪）場はございません。公共交通機関をご利用くださ
い。なお車いす用駐車場（1台）は、事前に予約された方の専用駐車場です。
予約方法は当館のウェブサイトでご確認ください。

都営浅草線
高輪台駅

頌栄
女子学院
A2出口

公園

明治学院

交番
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白金小
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セブン
イレブン

白金台
郵便局

1番
出口

至五反田徒歩ルート

桜  

田  

通  

り

2番出口東京メトロ南北線
都営三田線
白金台駅

外  

苑  

西  

通  

り

目 黒
 通 り

至目
黒

公益財団法人 荏原 畠山記念文化財団
〒108-0071 東京都港区白金台2-20-12

https://www.hatakeyama-museum.org/
お問合せ：050-5541-8600�［ハローダイヤル］
※ SNSでも最新情報配信中　

■�展覧会・チケットなどの
　情報はこちら▶
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Inaugural Exhibition III: The flow
ering of tea 

cerem
ony and garden culture - D
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 tea garden 
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上 ●重要文化財 唐物肩衝茶入 銘 油屋 南宋時代（13世紀）  右下●油屋茶入の笈
おい

櫃
びつ

と付属品 
下 ● 雲州不昧公大崎別業真景（部分） 明治29年（1896）写 国立国会図書館蔵 ※展示期間 4／12〜5／11

即
翁
と
、

二
万
坪 

松
平
不
昧

夢
の
茶
苑

荏
原 

畠
山
美
術
館 

開
館
記
念
展
Ⅲ（
急
）

スムーズなご入館と快適なご鑑賞のために、当館ホームページから事前にオ
ンラインでのご購入をおすすめします。
オンライン日時指定券：一般1,300円／学生900円
（4月8日（火）13時より販売を開始する予定です。）

※当日券（一般1,500円／学生1,000円）も販売しております。（オンラインにてご購入の方を
優先してご案内いたします。当日券の方は少々お待ちいただくことがあります。）※障がい者
手帳提示者とその介護者各1名は無料。中学生以下は無料（保護者の同伴が必要）

■お知らせ■当日券の購入およびショッ
プ・カフェでのお支払いは「キャッシュレス決
済のみ」となります。ご利用可能な決済方
法は、クレジット・交通系ICカード・電子マ
ネー・QRコードとなります。

畠
山
即
翁
と
與
衆
愛
玩

畠
山
一
清
は
、実
業
家
で
あ
り
な
が
ら
、「
即
翁
」

と
号
し
て
、
能
楽
や
茶
の
湯
を
た
し
な
む
数
寄

者
で
も
あ
り
、
茶
道
具
を
中
心
に
、
五
十
年
を
か

け
て
美
術
品
の
蒐
集
に
励
み
ま
し
た
。
即
翁
の

愛
藏
印
に
刻
ま
れ
て
い
る
「
與
衆
愛
玩
」と
い
う

言
葉
に
は
、「
自
ら
の
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
を
独
占
す

る
の
で
は
な
く
、
多
く
の
人
と
共
に
楽
し
も
う
」

と
い
う
想
い
が
込
め
ら
れ
て
い
ま
す
。
当
館
は

即
翁
の
こ
の
精
神
を
受
け
継
ぎ
美
術
館
活
動
を

進
め
て
い
ま
す
。

荏
原 

畠
山
美
術
館

株
式
会
社
荏
原
製
作
所
の
創
業
者
・
畠
山
一
清

（
一
八
八
一
～
一
九
七
一
）の
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
を

公
開
す
る
た
め
に
一
九
六
四
年
に
畠
山
記
念
館

と
し
て
開
館
。
二
〇
一
九
年
よ
り
改
築
工
事
の

た
め
長
期
休
館
中
で
し
た
が
、
開
館
六
〇
周
年

を
迎
え
た
二
〇
二
四
年
十
月
に
開
館
の
運
び
と

な
り
、
正
式
名
称
は
新
た
に
「
荏
原 

畠
山
美
術

館
」と
し
ま
し
た
。
こ
れ
ま
で
の
活
動
を
さ
ら
に

充
実
さ
せ
、よ
り
多
く
の
方
に
楽
し
ん
で
い
た
だ

け
る
美
術
館
を
目
指
し
て
ま
い
り
ま
す
。

■関連イベント

開
館
時
間
｜
午
前
10
時
→
午
後
5
時（
入
館
は
午
後
4
時
30
分
ま
で
）

休
館
日
｜
月
曜
日（
た
だ
し
5
月
5
日（
月
・
祝
）は
開
館
）5
月
7
日（
水
）、
5
月
13
日（
火
）

入
館
料
｜
オ
ン
ラ
イ
ン
日
時
指
定
券
：
一
般
＝
１
３
０
０
円
／
学
生
＝
９
０
０
円

※
当
日
券（
一
般
＝
１
５
０
０
円
／
学
生
＝
１
０
０
０
円
）も

　

当
館
受
付
で
販
売
し
て
お
り
ま
す
。

※
障
が
い
者
手
帳
提
示
者
と
そ
の
介
護
者
各
1
名
は
無
料
。

　

中
学
生
以
下
は
無
料（
保
護
者
の
同
伴
が
必
要
）

ス
ム
ー
ズ
な
ご
入
館
と
快
適
な
ご
鑑
賞
の
た
め
に
、

当
館
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
事
前
に
オ
ン
ラ
イ
ン
で
の

チ
ケ
ッ
ト
ご
購
入
を
お
す
す
め
し
ま
す
。

https://w
w
w
.hatakeyam

a-m
useum

.org/ 

お
問
合
せ
｜050-5541-8600

（
ハ
ロ
ー
ダ
イ
ヤ
ル
）

待望の
ミュージアム

カフェが
   オープン

   します！

＊ご利用は美術館入館者に限らせていただきます。

事前申込制・有料
※ 詳細は当館ホームページをご確認の上、「オンラインチケット」からお申し込みください
（先着順）。4月8日（火）13時より販売開始。いずれも別途入館料が必要です。



国宝｜離
り

洛
らく

帖
じょう

｜藤
ふじ

原
わら

佐
すけ

理
まさ

筆
平安時代｜正暦2年（991）

重要文化財｜井
い

戸
ど

茶
ちゃ

碗
わん

｜銘 細
ほそ

川
かわ

朝鮮・朝鮮時代｜16世紀

和
わ

漢
かん

茶
ちゃ

壺
つぼ

鑒
かん

定
てい

｜松
まつ

平
だいら

不
ふ

昧
まい

筆
江戸時代｜文化8年（1811）

青
せい

磁
じ

浮
うき

牡
ぼ

丹
たん

文
もん

瓢
ひさご

形
がた

花
はな

入
いれ

中国・南宋～元時代｜14世紀

東
とう

陽
よう

坊
ぼう

釡
かま

｜辻
つじ

与
よ

次
じ

郎
ろう

作
桃山時代｜16世紀

重要文化財｜唐
から

物
もの

肩
かた

衝
つき

茶
ちゃ

入
いれ

｜銘 油
あぶら

屋
や

中国・南宋時代｜13世紀

国宝｜蝶
ちょう

螺
ら

鈿
でん

蒔
まき

絵
え

手
て

箱
ばこ

鎌倉時代｜13世紀
※展示期間4/12～5/11

雲
うん

州
しゅう

不
ふ

昧
まい

公
こう

大
おお

崎
さき

別
べつ

業
ぎょう

真
しん

景
けい

｜一巻（部分）
明治29年（1896）写｜国立国会図書館蔵 ※展示期間4/12～5/11

荏原 畠山美術館 開館記念展Ⅲ（急）

自
由
奔
放
な
筆
さ
ば
き
。

平
安
時
代
の
三
跡
の
一
人
が

書
い
た
国
宝
の
詫
び
状
。

天
下
三
井
戸
の
ひ
と
つ

戦
国
武
将
憧
れ
の
茶
碗
。

枇
杷
色
の
釉
、胴
の
ふ
く
ら
み
や

高
い
高
台
な
ど

が
相
ま
っ
て
優
美
で

風
格
の
あ
る

姿
を
み
せ
る
。

茶
入
の
産
地
や
時
代
を
分
類
。

保
存
へ
の
配
慮
も
記
す

不
昧
六
十
一
歳
渾
身
の
書
。文

様
を
貼
り
付
け
て
立
体
感
を
み
せ
る

貼
花
の
技
法
を
用
い
た
大
振
り
な
瓢
形
の
青
磁
花
入
。

畠
山
即
翁
が
初
め
て
大
師
会
茶
会
の
茶
席
を

担
当
し
た
際
に
用
い
ら
れ
た
紀
州
徳
川
家
伝
来
品
。

別
業
と
は
別
荘
の
意
。

亭
榭
と
は
東
屋
の
意
。

不
昧
没
後
約
三
十
年
を

経
た
大
崎
下
屋
敷
の

庭
園
と
不
昧
の
造
っ
た

茶
室
な
ど
を
記
録
す
る
。

大
崎
茶
苑
等
の
数
寄
屋
畳
師
を
務
め
た

畳
師
宗
四
郎
に
不
昧
が
書
き
与
え
た
。

こ
の
狂
歌
を
得
た
た
め
に

店
が
繁
盛
し
た
と
伝
え
ら
れ
る
。 大

正
六
年（
一
九
一
七
）

不
昧
百
年
忌
の

出
品
目
録
に
記
載
。

原
図
は
松
平
定
信
が

絵
師
の
谷
文
晁
に

描
か
せ
た
と

伝
わ
る
絵
巻
。

不
昧
隠
居
後
の
文
化
三
年
か
ら
十
四
年
の
間
、

不
昧
が
大
崎
下
屋
敷
で
催
し
た
茶
会
の
記
録
。

茶
室
・
道
具
・
客
の
名
等
が
記
さ
れ
て
い
る
。

不
昧
好
み
の
茶
籠
。

お
点
前
に
必
要
な

茶
道
具
一
式
を
入
れ
て

持
ち
運
ぶ
。

利
休
の
孫
の
箱
書
も
残
る

天
下
一
と
称
さ
れ
た

釜
師
の
作
。

専
用
の
土
風
炉
添
う
。

豊
臣
秀
吉
、

松
平
不
昧
が
所
持
し
た

唐
物
茶
入
の
筆
頭
格
。

不
昧
は
参
勤
交
代
時
に

こ
の
茶
入
と
道
中
を

と
も
に
す
る
ほ
ど

愛
蔵
し
た
。

不
ふ

昧
まい

公
こう

大
おお

崎
さき

別
べつ

業
ぎょう

図
ず

并
ならびに

亭
てい

榭
しゃ

明
めい

細
さい

図
ず

｜明治時代｜一巻（部分）
国立国会図書館蔵｜※展示期間5/14～6/15

不
ふ

昧
まい

公
こう

大
おお

崎
さき

茶
ちゃ

屋
や

懐
かい

石
せき

記
き

｜江戸時代｜1冊
文化３～14年（1806～1817）

港区指定文化財｜狂
きょう

歌
か

｜松
まつ

平
だいら

不
ふ

昧
まい

筆
江戸時代｜一幅｜港区立郷土歴史館蔵

常設展示
本館ロビーにおいて、
近代彫刻界の巨匠、
平
ひ ら

櫛
くし

田
でん

中
ちゅう

（1872～1979）作
の「畠山即翁寿像」を
ご覧いただけます。

　
大
名
茶
人
と
し
て
知
ら
れ
る
松
江
藩
七
代
藩
主
・
松
平
治は

る

郷さ
と（
号
・ 

不ふ

昧ま
い

、一
七
五
一
〜
一
八
一
八
）は
、財
政
の
緊
迫
し
た
松
江
藩
を

藩
政
改
革
で
立
て
直
し
、そ
の
余
力
で
茶
器
の
大
蒐し

ゅ
う
し
ゅ
う集

を
お
こ
な

い
ま
し
た
。
若
き
日
に
茶
の
湯
に
対
す
る
批
判
も
も
ら
し
て
い

た
不
昧
は
、既
成
の
茶
の
湯
を
こ
え
て
新
し
い
茶
の
湯
を
き
り
ひ

ら
く
た
め
、独
自
の
茶
の
湯
道
具
の
研
究
へ
と
進
み
ま
す
。
こ
う

し
た
名
物
研
究
を
背
景
に
不
昧
は
確
か
な
鑑
識
眼
で
名
品
を
数

多
く
蒐
集
し
、約
九
百
点
に
お
よ
ぶ
茶
道
具
を
集
め
ま
し
た
。
そ

の
な
か
に
は
今
日
、国
宝
や
重
要
文
化
財
に
指
定
さ
れ
て
い
る
も

の
も
多
く
み
ら
れ
ま
す
。
現
代
に
通
じ
る
美
の
基
準
を
定
め
た

不
昧
が
所
持
し
た
茶
道
具
は
、松
平
家
の
蔵
帳
と
い
え
る『
雲う

ん

州し
ゅ
う

蔵く
ら

帳ち
ょ
う』に
詳
細
に
記
さ
れ
、後
年
の
蒐
集
家
た
ち
に
尊
重
、高
く

評
価
さ
れ
ま
し
た
。

　
不
昧
は
ま
た
、い
く
つ
も
の
茶
室
を
建
て
茶
会
を
催
し
ま
し
た
。

と
く
に
隠
居
後
を
過
ご
し
た
品
川
大
崎
の
松
江
藩
下
屋
敷
は
、

十
一
の
茶
室
が
点
在
す
る
大
茶
苑
で
し
た
。
東
都
随
一
の
名
園
と

評
判
を
呼
び
ま
し
た
が
、黒
船
来
航
の
際
に
品
川
沖
警
備
の
軍
用

地
に
な
り
、取
り
壊
さ
れ
て
い
ま
す
。
そ
の
後
八
十
年
を
経
た
昭

和
十
二
年（
一
九
三
七
）に
畠
山
一い

っ

清せ
い（
号
・
即そ

く

翁お
う

、一
八
八
一
〜

一
九
七
一
）が
白
金
猿
町（
現
・
白
金
台
二
丁
目
）の
土
地
を
入
手

し
て
造
園
し
た
の
が
当
美
術
館
の
あ
る
地
で
、不
昧
の「
大
崎
庭

苑
」の
近
隣
に
位
置
し
て
い
ま
す
。
庭
園
の
中
に
茶
室
を
設
け
て

夢
の
茶
苑
を
つ
く
り
あ
げ
た
不
昧
の
茶
の
湯
は
、近
代
の
財
界
人

た
ち
の
数
寄
者
に
大
き
な
影
響
を
与
え
ま
し
た
。
不
昧
は
庭
園

づ
く
り
に
お
い
て
も
偉
大
な
先
駆
者
だ
っ
た
と
い
え
る
で
し
ょ
う
。

　
本
展
で
は
、不
昧
が
、そ
し
て
雲
州
蔵
帳
の
名
器
を
多
数
所
持

し
た
近
代
最
後
の
数
寄
者 

畠
山
即
翁
が
描
い
た
夢
に
迫
り
ま
す
。

箱
を
埋
め

尽
く
す
蝶
と

牡
丹
、鎌
倉
期
を

代
表
す
る
漆
芸
の

技
と
美
の
結
晶
。

　
　

金
具
に
も
注
目
。

即翁と、二万坪 松平不昧
夢の茶苑

唐
から

物
もの

籐
とう

組
ぐみ

茶
ちゃ

籠
かご

と茶道具一式
中国・清時代｜18～19世紀ほか


